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M34a 飛騨-ひので共同観測によるフレアのCaII H線解析
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太陽フレアにおける彩層では、コロナからの加熱に伴って激しい下降運動が発生することが知られているが、こ
れまでの地上観測では、下降運動の総移動距離が彩層の厚みよりも大きいという矛盾が指摘されている (Ichimoto
and Kurokawa 1984, Solar Phys. 93, 105)。これを説明するため、従来の観測では空間分解能の不足のため、短命
で局所的な下降運動を多数平均してみており、あたかも下降運動が長時間続いているとみなしている可能性が考え
られる。2007年 8月の飛騨天文台と「ひので」の共同観測において、飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡（DST）と
「ひので」SOTは、太陽面南東域（-470”, -250”）の弱い磁場活動領域で発生した小さなフレアの同時観測に成功し
た。８月１７日２３：５５頃、SOTはＢＦＩ CaH バンドで増光現象を観測し、DSTはＣａＨ線によるスペクト
ロヘリオグラムを取得した。DSTによるスペクトロヘリオグラムの空間分解能は約１秒角、時間分解能は３２秒
である。フレアの立ち上がりに於いて、SOTは嘗てない安定した空間分解能でフレアカーネルの空間構造を捉え、
DSTはそのCaH 輝線輪郭をもたらしたという点で相補的かつユニークなデータセットとなっている。CaII輝線ス
ペクトルの解析により、フレア増光時のカーネルでＣａＨ線は single peakの輝線となり、有意に赤方偏移している
ことが確認された。本講演ではフレアカーネルの空間構造とそれに付随する CaII プロファイルの詳細な解析、と
くに彩層の速度構造について報告する。


